







その他のタイトル Sumako the Actress in Japanese Cinema under






































































































































































































































に帰って教師になる(I'mgoing back to Poland to teach) ということを開いたピエー
ルは、驚いて 「そんな馬鹿な中路)こんなに向上をみせているとき、よくも
科学を捨てることなんか考えるよね (Butthis is absurd! [.. ] How can you dream of 
doing such a thing abandon science when you making such progress!) Jと言い、彼女を
引き止めようとする。また「誰でも教えることはできる」けれど、マリーは「才能J
があるから、それ以上のはるかに優れたことができると述べ、その才能を生かすこ
とは「義務」である (Anyonecan teach but you can do more， much more. Y ou have a 
talent， a definite talent and it's your duty to use it) と説得する。だが、マリーは、故郷






試行錯誤を重ねた末、「誰も想像したことのない元素 (akind of matter […] that 
you've never even dreamed o[) Jの発見をめざした研究にとりかかることになる。そ
の発見は、「自然界に対する概念が根底から覆る (omwhole conception of the nature 
of matter would have to be changed) Jもの、「歴史上かつてないほど、生命の神秘に
迫ることを可能とさせるかもしれない utmay enable us to 100k into the secret of life 





































だよ (Wealways have to struggle against women. […] In the world of abstract research， 






inexperienced， and a woman) Jであるという理由で実験に成功できないと思い、新し
い実験室の話を棄却する。これに対し、ピエールは「彼女は本当に例外的な女性で
す(中略)彼女は女性ということばで分類されるべきではない (Sheis a most 













































































































感情・記櫨・戦争~ (岩波書店、 2∞2年)、 36頁。







という(平野共余子『天皇と接吻 アメリカ占領下の日本映画検関~ (草思社、 1998年)、
14頁。また、四方田犬彦編『映画監督溝口健二~ (新躍社、 1的9年)、 252頁を参照)。





4月)、『麗人1l (渡辺邦男、東宝、 1946年5月)、『婦人警察官1l (森一生、大i決、 1947年2
月)、『女優須磨子の恋~ (溝口健二、松竹、 1947年8月)、『女優~ (衣笠貞之助、東宝、
1947年12月)、『女の一生~ (亀井文夫、東宝、 1949年1丹) (岩本態児「占領有~j~j の日本
映画界J 岩本意見編『占領下の映画一解放と検閲~ (森話社、 2009年)、 22頁)。
6 新藤兼人『ある映画監督の生涯 溝口健二の記録~ (映入社、 1975年)、 35頁。




研究としては、評価の低かった f女性解放三部作 (W女性の勝利~ (1946年)、『女優須磨









恋映画一『女優須磨子の恋 (VHS)~松竹ホームビデオ、 1992年、原作一長 i壬i 秀 b~j
fカルメン逝きぬJW苦楽』第2巻 l号(苦楽社、 1947年 1月)、 133-149頁。/衣笠貞之助
監督、山田五十鈴主演 F女優映画一『女優 (VHS)~東宝、 1996年、シナリオ一久
板栄二部「女優JW久板栄二郎シナリオ集 女優・女性祭・破戒・愛情の軌跡1l 1:j1央社、








(福島鍵郎『戦後雑誌発掘~ (洋泉社、 1985年)、 416頁)0
12 論説委員「新女性道の確立は知性の目覚から!ー創刊の鮮にかへて一一JW文化女性』創
刊号(文化女性社、 1946年4月)、福島鐸郎、向上、 417-419頁から引用。傍点原文、 F線及

























ち>の世紀末.1l (みすず書房、 1999年)、 22-24、31-32頁)。
24 Malcolm Bradbury and ]ames McFarlane，“The Name and Nature of Modernism，" in 
Modernisrη: 1890-1930， ed. Malcolm Bradbury and James McFarlane (Harmondsworth: 
Penguin， 1976)， pp. 37-38. 
25 Rita Fe!ski， The Gender 01 Modernity (Cambridge: Harvard UP， 1995)， p.l47 
26 Dina Lowy， The ]apanese "New Woman" : Images 01 Gender and Modernの (New]ersey: 
Rutgers UP， 2007)， pp.24-25 
27 日本における『人形の家』の初演は、 1911 (明治44)年9月22日から3日間、第2幕を省
??
いて、文筆協会演劇研究所私演場溶成披露私演として公開された(田村部史子「日本







生と終駕 パフォーマンスとジェンダー~ (平凡社、 2008年)、 52-53頁)。後述するが、
民主主義啓蒙映画では、プ口パガンダに相応しい女性像を描くため、ヒロインのモデ
ルである女性を理想化したのである。
29 Hiroshi Kitamura， Screening enlightenrηent: Hollywood and the cullural reconslruction of 
defealed Japan (Itha回， N.Y.: Cornell UP， 2010)， pp.22-23. また、二つの映画は、 1946年2月28
日東京で、 fキュリ一夫人』は武蔵野館、浅草松竹新劇場のニ館で、『春の序曲』は臼
比谷映画、新宿文化、浅草松竹映画の三館で封切られた(演口幸一「占領下のアメリ
カ映画 CMPEの6年間・ 8本で公開され(なかっ)た映画J、岩本態児編、前掲書、 92
頁)。それぞ、れの作品情報は次の通りである。1) W春の序曲 (HisButler's Sister) ~一一
監督:フランク・ボーゼージ (FrankBorzage)、製作 ユニヴァーサル映画 (Universal
Pictures)、1943年、配給:CMPE、2) Wキュリ一夫人 (MadameCurie) ~一一監督:マー
ヴ、ィン・ルロイ (MervynLeRoy)、製作 :M.G.M映画 (MeむひGoldwyn-Mayer(MGM))、
1943年、配給:CMPE (キネマ旬報映画データベース (http://wwv¥f.kinejun.jp/)。
30 猿嬬勝子 f女の戦後史-6-rキュリ一夫人J一女性科学者のイバラの道JW朝日ジャーナ











たら、手の炎症など何てことないわ (Thiselement of ours obviously has a tenific power， 
? ?
power enough to affect healthy tissues like mine， power enough to destroy tissues. Pierre， ifit 
has this power， why hasn't it also the power to destroy unhealthy tissues? [.. ] ltcould heal by 
destroying unhealthy tissues. 1t could heal a1 men of diseases [.. ] Oh Pierre， can't you see how 
unimportant litle things like these are compared to what it might mean?) Jと、人類のために
実験を続けるべきであるとピエールを説得する(wキュリ一夫人』映画01:16:54持。1:18:40)。
35 女優A !映画00:50・00-00:50・45、シナリオ47頁。




倣Jという意味での演技 (mimeticaspects of acting out) を意味し、まるで文学作品を読
むように、舞台上で俳優たちが朗読する台認を観客は沈黙の中で開くという形の劇で
あるといえる (AyakoKano， Acting LiJ?e a Woman in Modern J;ゆan:Theater， Gender， and 
Natioηαlism (New York: Palgra¥問 2001)，p.33)。
37 キュリ一夫人』映画00:13:55-00:14:07。
38 キュリ一夫人』映画01:06:20-01 :06:54。






40 キュリ一夫人伝』のアメリカでの初版は、 EveCurie， Madame Curie: A Biography 
(Garden City， NY: Doubleday， Doran， & Co・， 1938)である。
41 JI!島慶子『マリー・キュリーの挑戦一科学・ジェンダー・戦争-A(トランスビュー、
2010年)、 89頁。
42 女優須磨子の恋』映画00:09:33-00:10:55。
? ???
